
無理に走行し続けることにより、ブレーキやハンドルが操作不能となり、重大な事故に発展する場合があります。

メーターパネルの前にメモやスマートフォンなどを置かないようにしましょう。（警告灯を見落とす原因になります。）

走行中に異常を感じたり、警告灯が点灯したら、安全な場所でクルマを停止し、
指定整備工場または〈オリックスセフティサービス24  0120-24-3650〉までご連絡ください。
①走行中に異音や異臭、異常な車体の振動を感じた場合
②走行中（エンジン稼働中）、メーターパネルに下記の警告灯が点灯した場合

警告灯の数や内容は、車種により異なります。
詳しくは、クルマに搭載されている取扱説明書を
ご確認ください。

ブレーキ警告灯
ブレーキが効かなくなる恐れがあります。

油圧警告灯
エンジンが破損する恐れがあります。

水温警告灯（赤色）
エンジンが破損する恐れがあります。

エアバッグ警告灯
エアバッグが作動しないか、
誤作動の恐れがあります。

エンジン警告灯
エンジンが破損する恐れがあります。

ABS警告灯
ABSが作動しない恐れがあります。

充電警告灯
エンジンが停止する恐れがあります。



①クルマに表示されている、規定の空気圧を確認する。

②ガソリンスタンドに設置されている空気入れを使い、
　空気圧を確認し、不足している場合は補充する。

▶空気圧が不足していませんか？ ▶キズついていませんか？

空気圧の点検方法
キズの点検方法

タイヤ空気圧

 タイヤサイズ 前輪 後輪

 185/65R14 91S 230 kPa 220 kPa

【表示例】【表示場所】

※走行中にパンク・バーストすると、ブレーキやハンドルが操作不能となり、重大な事故に発展する場合があります。

（1ヶ月で5%程度低下します）

オリックス自動車株式会社

事故防止のために、タイヤの運行前点検をお願いします。
走行状況により、タイヤの状態は日々変化します。異常が見つかった際は、指定整備工場までご連絡ください。

タイヤの空気圧は、自然に低下します。

空気圧が低い状態で走行すると、
タイヤがパンク・バースト※するリスクが高まります。

ご注意 ： 前後輪で数値が異なる場合が
  あります。

運転席ドア
付近に表示
されています。

タイヤにキズやヒビがあったり、異物が刺さった
状態で走行すると、タイヤがパンク・バースト※する
リスクが高まります。

①タイヤの側面に深いキズやヒビがないか確認する。
　一部が膨らんでいないか確認する。

②タイヤの接地面にガラスや釘などが刺さって
　いないか確認する。

③クルマをタイヤ半周分移動させ、再度タイヤの
　接地面を確認する。

キズ等の異常を発見した場合はクルマを使用せず、
すぐに指定整備工場までご連絡ください。



メーターパネル(計器)からのシグナル(代表例)

引用：一般社団法人日本自動車整備振興会連合会発行 「My Car Hand Book」

メーターパネルはクルマのコンディションを知る重要な手がかり。
すべての警告灯の意味を把握しておきましょう。

エンジンがかかった状態で、次の警告灯が点灯したままになったら
整備事業場で点検してもらいましょう。

エンジンがかかった状態で、次の警告灯が点灯したままになったら
整備事業場で点検してもらいましょう。

次の警告灯が点灯したときは、誤った操作をしていることを警告しています。


